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種籾を消毒液に 30 分間厳密につけ、その後 1時間毎に水を入れ替えながら、種籾を水に浸した。
種籾に水分を十分に吸わせるため、籾内の発芽阻害物質を取り除くために水に種籾を約






























































































































































































































































































































































































































































































































































































14.735  =6.0093566 ng/µL 400 µLのジクロロメタンの内、1 µLを分析したため、6.0093566
×400=2403.7426 ngのトリプトファンが用いたサンプル溶液に含まれていたことになる。300 























aki1 319042 240117 0.3006
aki2 245230 259721 0.3001
aki3 189041 310274 0.3006
NER1 261925 213203 0.3004
NER2 266537 220772 0.3000
NER3 244397 214711 0.3008
表1.各サンプルの計測結果
